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雪かき道　段級位制　区分表

6級 5級 4級 3級 2級 1級 初段 2段 3段 4段 5段 6段 7段 8段 9段 10段
認定要件 白帯 白帯 白帯 茶帯 茶帯 茶帯 黒帯 黒帯 黒帯 黒帯 黒帯 紅白帯紅白帯 紅白帯 紅帯 紅帯

除雪にふさわしい服装である ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

雪の上を歩くことができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

カンジキを履いて歩くことができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

カンジキを適切に調整して履くことができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

スコップを正しく持って雪を投げることができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

スコップで雪を切り出して効率よく除雪ができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

スコップで雪の階段を作ることができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

水平屋根上でスコップを使い除雪ができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

傾斜屋根上でスコップを使い除雪ができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

スノーダンプで雪を運ぶことができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

スコップで切り出しスノーダンプで運ぶことができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

スノーダンプだけで切り出し運搬ができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

水平屋根上でスノーダンプを使い除雪ができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

傾斜屋根上でスノーダンプを使い除雪ができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

住宅の周辺の危険箇所の把握ができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

安全に梯子を登ることができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

安定した梯子の設置ができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

屋根の端を確認しつつ雪庇を落とすことができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

屋根に登る場所の確保ができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

小型除雪機を使うことができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ホイールローダを使うことができる ○ ○ ○ ○ ○ ○

除雪安全教習ができる ○ ○ ○ ○ ○

チームを編成して、コーディネートできる ○ ○ ○ ○

除雪の手順など段取りができる ○ ○ ○

特殊屋根の除雪の段取りができる ○ ○

命綱など状況に応じた安全確保ができる ○

師範初級 中級 上級 師範代
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４－４－２ 雪かきビーコンの試作と動作実験  
 
（１）実施目的 

 
平成 18年豪雪における除雪作業中の死因は、屋根からの転落、屋根雪の落雪による埋没、心疾
患等の発病が主なものである。これらが原因となった死者の平均年齢は 67.9歳であり、多くが高
齢者であった。また死亡事故のうち、発生と発見に時間差があった割合は全死亡事故の 7 割を超
えており、もし事故発生直後に発見し、適切な処置を施すことができれば、生命を救えたケース

も少なくない。 
過疎化、高齢化が進む雪国の中山間地等において、現実的に高齢者による単独の除雪作業を余

儀なくされる状況もあり、その傾向は一層強まるものと考えられる。また、地域外からの協力を

得る場合、雪に不慣れな除雪作業員やボランティア等に対しては、労働安全を確保することも重

要な課題である。 
このような状況を踏まえ、除雪作業中に事故や発病により動作が停止した場合、速やかに周囲

の人や家屋内の家族が気づくことにより、事故発生時の早期発見・早期救助に資するため、「雪か

きビーコン」（仮称）を試験開発し、その動作実験を行った。 
 
 
（２）試作機器の説明 

 
雪かきビーコンは、それを身に着けている人の活動（除雪作業など）が事故や発病によって停

止し、一定時間を経過した場合に警報を発し、周囲の人に異常を伝える装置である。内蔵加速度

センサーにより運動動作を感知する仕組みであり、運動動作が停止後にタイマーが発動し、設定

時間内に再運動動作が無い場合に警報を開始する。次のような 2タイプを試作した。 
・ 屋根からの転落や心臓発作等が発生し、一定時間以上の運動動作が停止した場合（任意の時

間設定が可能）、本体から警報音を発するタイプ（AS-Lill01）。 
・ 上記と同様に警報音を発するとともに、警報電波を発信し、周囲の受信機からも警報音を発

するタイプ（AS-Lill02）。 
 

写真 4－1 雪かきビーコンの外観      図表 4－17 雪かきビーコンの装着例 

 

雪かきビーコン 
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（３）動作実験の内容と結果 

 
雪かきビーコン（試験機）を試作し、越後雪かき道場（４－４－３ 参照）の開催に合わせて、動
作確認を行うとともに、除雪ボランティアや住民の方に使用状況をみていただき、感想や意見等

をヒアリングした。動作実験の日程等は、以下のとおりである。 
○第 1回：2007年 2月 12日（月） ･･･ 第 3回越後雪かき道場 長岡市山古志地区にて 
○第 2回：2007年 2月 25日（日） ･･･ 湯沢町福祉除雪ボランティア交流会 湯沢町にて 

 
１）第１回動作実験：雪かきビーコンの基本性能の確認 

＜実施項目＞ 

・雪かきビーコンを雪中に埋設し、一定時間動作が無い場合、無線による警報電波の発信と

受信機から警報音が発せられたかどうかを確認する。 
・無線電波はどの程度の距離まで受信可能か確認する。 

 
＜実験結果＞ 

・本実験では、無動作時間 5 秒間（検知加速度 0.3G）で行い、埋設後警報電波が発せられ、
受信端末において警報動作が作動した。また埋設した本体からも警報音が発せられた。 

・30cmの深さにセンサーを埋設した場合、地上にはほとんど音が聞こえないが、雪面に耳を
近づけると警報音を聞き取ることができた。埋設場所の特定にはさらなる検証を要する。 
・センサーを埋設し、無線電波を発した場合、見通しのある環境では 100ｍ程度まで受信で
きることが確認された。ただし鉄筋コンクリート製の建物の中では受信できなかった。 

 
写真 4－2 実験の準備         写真 4－3 機器の埋設 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 4－4 実験の実施状況 
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２）第２回動作実験：雪かきビーコンの試験運用 

＜実施項目＞ 

・除雪作業において実際に雪かきビーコンを身につけ、休憩時等の比較的運動が少ない状態

で誤作動（不要な警報の発信）をしないか確認する。 
・雪かきビーコンの使用状況を除雪ボランティアや住民の方にみていただき、感想や意見等

を聴取する。 
 
＜実験結果＞ 

・除雪作業中及び休憩時において、雪かきビーコンの誤作動は確認されなかった。 
・雪かきビーコンの試験運用状況について、以下のような意見をいただいた。 

 警報音が鳴っており、異常があったのではないかと思った。（除雪ボランティア） 
 町内会等の小さい地域集団で機器を共有できれば、地域の安全性が高まり、相互に声

をかけやすくなるのではないか。（雪国住民） 
 ボランティアが雪かきビーコンを装着することにより、リーダーの安全管理に対する意

識も高まるのではないか。（ボランティアリーダー） 
 

写真 4－5 着用状況          写真 4－6 雪かきビーコンの機能説明 

    

 
 

写真 4－7 ビーコンの警報電波発信状態 
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（４）実験の総括 

１）総評 

本年度の実験において、除雪作業の安全性向上に関する雪かきビーコンの有効性は、一応確

認できた。雪かきビーコンの使用に際し、その機能等を知らない人でも警報音が近くで鳴って

いることにより、何か不測の事態が起きていることが認識できる。そのため、除雪作業に限ら

ず、災害ボランティア活動等においても応用が可能であり、雪国に限らず地域の安全性確保に

有効なツールと考えられる。 
また、埋雪した際に、地上や雪面から聞こえる音により、ある程度の埋没位置を特定するこ

とができるため、重機等を用いた捜索が可能であり、早期救出の一助になることが期待される。 
 

２）課題 

実用化に向けたさらなる性能試験及び改良（小型化・軽量化等）が必要である。また、雪か

きビーコンを効果的に活用するためのマニュアル等の整備が必要と考えられる。 
 

３）今後の展開イメージ 

基本的には今後も「越後雪かき道場」の開催に併せて、実地での試験を重ねる予定である。

また、積雪量の多い中山間地の集落等において、地域住民による日常の除雪作業に長期間利用

していただき、その効果を検証することも望まれる。 
さらに、雪かきビーコンは、運動検知に加速度センサーを用いているため、屋根からの落下

を検知することも可能であり、除雪作業中に想定される具体的な事故に応じた機能追加につい

ても検討を進める予定である。 
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４－４－３ 越後雪かき道場の開催 （NPO法人中越防災フロンティア等） 
 
（１）実施概要 

１）目的 

屋根雪及び家屋周辺の雪処理は、自助または地域内での対処が基本であるが、昨年の記録的

豪雪のような場合、地域内における雪処理の担い手が完全に不足するため、地域外からの応援

や協力に頼らざるを得ない。災害救助法や自治体間の防災協定等に基づく広域的な公的支援（公

助）は不可欠であるが、「民」の力をうまく活用する方法についても考えていく必要がある。 
平成 18年豪雪では、新潟県内において、雪国以外の地域の方から除雪ボランティアの申し出
を多数いただいており、従前はみられなかった傾向である。しかし、雪に不慣れなボランティ

アも多く、即戦力にならない状況もみられた。また、受入側の自治体等もこのような状況に慣

れていないため、断るケースもあった。 
雪処理に慣れていない方がいきなり雪国を訪れて、自立的に作業を行うことは困難である。

必要な知識と技術を学び、実施地域・場所をコーディネートしてもらってはじめて力を発揮す

ることができる。しかも豪雪になってからあわてて対応するのではなく、平時からそのような

学びと体験の機会を設け、経験のない方に雪に慣れていただくとともに、雪国の地域住民と顔

の見える関係を築いていくことが重要である。 
そのため、新潟部会では、地域外からのボランティア等に雪処理作業に必要な技能や安全確

保の知識などを伝えるとともに、受け入れのための仕組みを構築する取組として、「越後雪かき

道場」を企画・実施した。 
 

２）実施体制 

越後雪かき道場は、NPO法人中越防災フロンティアを中心に、多くの関係機関の連携の下で
実施しており、実証実験における体制を整理すると、図表 4－18のとおりである。 

 
図表 4－18 越後雪かき道場の実施体制 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事務局】 

NPO法人中越防災フロンティア 

参加者 
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ボランティア 

総括：長岡技大 

上村助教授 

中越復興市民会議 

（コーディネート） 

現 地 

（道場開催地）

震災がつなぐ 

全国ネットワーク 

・ 事前調査 

・ 指南役依頼 

・ 宿泊・食事手配 

・ 配車（移動） 

・ 道具手配 
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３）越後雪かき道場の基本的流れ 

越後雪かき道場は、雪国以外の地域からのボランティアなど、雪に不慣れな初心者等を主た

る対象とし、概ね 2日間の日程（1泊 2日）で開催する。 
初級コースの場合、プログラムの最初にオリエンテーションを兼ねて、「雪かき道 越後流指
南書」（本書４－４－１参照）に基づき、雪処理の注意点やポイントを伝え（座学）、続いて地元

のベテラン（師範）からかんじきのはき方、スコップやスノーダンプの使い方、雪下ろしのコ

ツなどを実技指導していただき、実際に現場で雪処理作業を行うという流れが基本である。 
プログラムの内容に合わせて、以下のように、「初級」「中級」「上級」の各コースを想定して

おり、参加者には最後に図表 4－19のような修了認定証（名前入り）を発行する。 
○初級コース ： 地上での除雪作業が中心 
○中級コース ： 屋根雪下ろし作業が中心 
○上級コース ： 小型除雪機械及びホイールローダの操作が中心 

 
図表 4－19 越後雪かき道場 修了認定証 

 

 

 


